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今月の話題：新国立競技場の計画が白紙に戻されると共に，様々な問題点が明らかになってきた．驚いたことは，こ

れほどの国家的プロジェクトに責任者不在という有様である．思い出したのは，焼失した東大寺の再建に果たし

た俊乗房重源の事跡である．造東大寺大勧進に任ぜられ，資金集めのみならず，造寺造仏，用材の調達にいたる

までの責務を果たした．任命に最も重視されたのは「大勧進の器量」だったという．その器量とは．（伊藤誠三）

□ 本部便り：（金森捷三郎記）

・今期第 3 回拡大理事会を下記の通り開きます．今期の

収支見通しなどが議題です．

・サーツサロンが事務所にて開かれています．毎週水曜

日，午後１時から５時迄 気軽にご利用下さい．

○次回拡大理事会：9 月 2日（水）18：00～

□ 建築部会：（安部重孝記）

・第 3 回寺子屋「ネパール地震報告等」9 月 9 日開催と

して，サーツ HP で募集しています．国際緊急救助隊（JSCA

高橋氏），ホテル・エベレストビュー改修計画，新築中

のホテル・アンナプルナビュー(丸山さん)等の興味ある

お話です．ご参加をよろしくお願いいたします．

・東京都と共催の「マンション耐震ｾﾐﾅｰ」を9月13日（日）

開催予定．8 月 6 日申込み受付開始（8 月 24 日現在，申

込者 122 名），申込受付業務をサーツで行っています（大

里さん奮闘中）．耐震化推進の技術相談申込は，8 月 24

日現在 14 件あり，技術相談は 4 テーブル，各 2～3 名の

会員が対応する予定です．

・特殊建築物等定期調査報告業務ＷＧ（主査・丸山）は

某分譲マンションから依頼があり，対応中．同時に外壁

タイルに関する技術相談も受けています．

・9 月 4 日（金），5 日（土），6 日（日）に平成 27 年度

建築学会大会が東海大学湘南校舎で開催されます．会場

が近くですのでサーツ会員の方々も是非ご参加ください，

最新の建築技術情報に接しましょう，

○次回建築部会 WG：当月休会，

建築部会：9月 16 日(水)17：30～19：00

□ 戸建住宅部会：（阿部市郎記）

・受託業務の木材利用ポイント実施建物現地調査は第 2

次調査を追加受託して，8 月の猛暑の中を部会員が手分

けして調査に当たりました．

・戸建部会開催日変更のお知らせ：10 月より，部会開催

日を第１木曜日 18 時に変更します．また，阿部部会長の

事務所在席日は原則として毎週火曜と木曜に変更，小藤

常務理事の在席日は毎週木曜と金曜です．但し業務に応

じ，随時その他の日も活動しています．

○次回部会予定：9月 4日（金）18：00～

ｼｮｰﾄｽﾋﾟｰﾁ：小須田廣利「東大和・戦災変電所を

保存する会活動報告」です．

□ 集合住宅部会（小畑晴治記）

・中層階段室住棟用の昇降装置の技術開発で，（株）横森

製作所，（株）スギヤスの両者の開発を間接的に支援して

おり，国交省の「H27 住宅・建築物高度化技術事業」へ

の提案の助言を行いました．この取組みは，団地型分譲

マンションの再生支援の重要要素になると考えられるた

め，展開を図りたいと考えています．

・現在，建築部会と共同して，「緊急輸送路沿道建築物の

耐震改修事業」へのコミットの可能性について，文京区

や新宿区の行政ニーズの確認と，独）住宅金融支援機構

まちづくり部門との連携の検討を合わせて勉強会を開始．

東京都に 500 億円以上の予算がありながら，事業の進捗

が殆ど進んでいない状況に対して，風穴を開ける役割を

果す可能性がないか，と考えて取り組んでいます．

○次回部会予定：10 月 6日（火）18:00～

□ マンション管理組合支援事業部（向野元昭記）

・事業部活動に必要な関係標準書類を整備しますので，

各担当者は叩き台を次回部会に提出してください．

○次回部会予定：10 月 6日（火）16:00～18:00

□ ＬＬＢ技術研究会（安孫子義彦記）

・技術研究会をサーツ事務所にて下記の通り開きます．

議題は「プレマルシェの報告と公開マルシェの進め方に

ついて」です．是非ご参加ください．

○次回技術研究会予定：9月 3日（木）18:00～

□ 建築技術誌 9月号サーツ欄掲載記事

・中野時衛：マイクロ鉄塔の想い出

・仲村元秀：ﾏﾝｼｮﾝ衛生設備の維持管理と改修

□ 短信：長年，サーツ誌編集にご尽力頂いている小野口

弘美さんは今月末，東工大を退職されますが，編集業務

は継続して，引き受けて頂くことになっております．

□ 余滴：佳き酒のありて集ひぬ衣被ぎ   まこと


